
自分の１学期を締めくくる 
       ―― 今の自分を一歩前に進めるために必要なこと ―― 

               ７月１０日(金)をもって、チューリッヒ日本人学校の１学期が 

         終了いたしました。４月１０日(金)に始まった１学期の授業日数 

         は６３日間。子どもたちは毎日の授業を大切にして、こつこつと 

         学力を伸ばしてきました。“学問に王道なし”という言葉があり 

ますように、勉強に近道や楽な道はありません。小さなこともお 

ろそかにせず、何度も繰り返し練習したり、自分の納得がいくま 

で頑張ったりすることが自分を伸ばしていく基本であり、これこ 

そ近道になると思います。 

身近な例を紹介します。ある日の小学１年生の書写授業のこと 

でした。その児童は、気持ちを集中させ、お手本をじっくり見て 

文字を書きました。丁寧に書けたので、「きれいに書けたね。」と 

言ってほめたのですが、自分で納得できなかったらしく、字の形が悪いからと消しゴ

ムで消し、何度も書き直していました。そしてその児童はこう言ったのです。 

「わたしは自分に厳しいから。」……こういう意欲を大事にしてほしいと思います。 

 もう一つの例は、先日お別れした中学生のことです。女生徒は毎日バレー学校の寮

でルームメイトと生活しながら、午前中は日本人学校の中学生として学び、午後はバ

レー学校の生徒として午後３時ごろから５、６時間バレーのレッスンを受けていまし

た。レッスン開始前には 1時間かけて、入念なストレッチをおこなうのだそうです。 

 その女生徒が通うバレー学校の発表会が、７月４日(土)にチューリッヒのオペラハ

ウスでありました。女生徒は第 1部のステージに華やかに登場。４人組の息の合った

演技で、つま先から頭の先、指の先まで美しいラインで統一されていました。このレ

ベルまで到達するには、優雅な身のこなしを表現するために必要な、一切無駄のない

動き作りのための基礎的なトレーニングを何千回、何万回繰り返すことが必要でしょ

う。バックに流れる曲はすべてクラッシック音楽。今どきの日本の中高生なら、まず

聞くことはないと思われるクラッシックのメロディーやリズムを身体にしみこませ

ながら優雅に舞い踊る姿を見て、伝統を守る指導の徹底ぶりに驚かされました。 

 こういう基礎的な土台を積み上げた成果ともいうべき第２部の上級生たちの演技

は、舞台照明も音楽もクラッシックから一転 

して、現代的、前衛的なものに変わり、演技 

も伝統的な動きにとらわれない創作的な動き 

となりました。人間の身体の動きの美しさと 

躍動感を追究し、極限まで高めた芸術でした。 

 スイスで基礎的な土台を積み上げた女生徒 

は、いつの日かバレリーナとして大輪の花を 

咲かせてくれるものと信じています。 
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サマーキャンプでがんばったこと（振り返り集会） 

＜小学部＞ 

１年男子…… 早寝、早起きをがんばった。 

１年女子…… 早寝、早起きをがんばった。３日間元気に活動できた。 

２年男子…… ハイキングの時、並んで歩く時のルールを決めた。花の名前を覚えた。 

２年女子…… 早寝、早起きと食事係の仕事、それに花の名前覚えをがんばった。 

３年女子…… 係活動をがんばった。ハイキングやオリエンテーリングでは冒険気分 

   を味わった。湖で泳いで楽しかった。 

４年男子…… 係活動でシャワーの使った後をチェック。ぬれた床拭きがたいへんだ 

った。ハイキングは途中強風が吹いて、スリルがあった。 

４年男子…… 難しいと思っていた実行委の司会だったが、みんなの協力してくれた。 

       オリエンテーリングでは中学生がリードしてくれて頼もしかった。 

４年女子…… ハイキングで出会った人に挨拶できた。水泳が楽しかった。係活動を 

がんばり、毎日５分前行動ができた。 

５年男子…… ハイキングで疲れたけれど、笑顔を忘れず、弱音を吐かずに山登りが 

できた。今後の学校生活に生かしたい。 

５年女子…… 食事・保健係として時間に余裕をもって行動できた。これからもがん 

ばって、みんなに信頼される人になりたい。 

５年女子…… 疲れてもがんばって前へ進むことがたいせつであることを学んだ。こ 

れからの持久走大会にも生かしたい。 

６年男子…… ハイキングで疲れた時もがんばることができた。人が困っている時、 

すぐに助けられる人になりたい。 

６年女子…… ハイキングで尾根歩きは怖かったけれど、自分の限界を超えてがんば 

ったのは自信につながった。水泳でも２５ｍを泳ぎ切りたい。 

６年女子…… ハイキングでは花粉症と腹痛に苦しんだが、最後まで歩き通すことが 

でき、それが自信につながった。 

＜中学部＞ 

１年男子…… 自分に体力がついたと山登りをして実感した。リーダーとしての責任 

感もついてきたように思う。雨の中のオリエンテーリングでＪＳ班を 

リードできた。 

２年女子…… 目標は気配りと級友のよい所を見つけること、それにハイキングを最 

後まで歩き切ることだった。級友のがんばる姿を見てわたしもがんば 

ろうと努めた。運動は得意ではないが、歩き切れたのが自信になった。 

 

 

 

 

   


